京都南部地区西ブロック　2004年度短期計画
１、信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について
規約の見直しの動きの中で、人や共同体が共同宣教司牧的な動きを行なっている現状を規約という形に示し、皆が理解しやすいように明文化する。
司祭団は更に綿密な司祭団の役割分担を明らかにし、また信徒はブロック・小教区において、任命を受けている役割や選出されている役割を整理して、お互いの役割と働きをはっきりさせ、またどのような協力関係にあるか認識する。この過程で分かち合いを互いにレベルアップしていく。
２、平和旬間行事の開催。

主催実行はカトリック教会であるが、地域の他教派キリスト教会の人々及び市民の人々と共に平和に対する取り組みを行う。

昨年の反省をもとに、企画段階からブロック内信徒や他の諸教派キリスト教会の希望や要望や主旨をよく聞いた上で企画し、準備の段階においては実行委員と教会委員と信徒が連携して準備出来るように、自分たちの主体的な企画であることをよく認識して準備する。キリスト者以外の市民グループの人々の意見も十分に聞きながら、共同体において評価・識別をする。

３、京都西ブロックウォーカソンの実施

南部協主催ウォーカソンから西ブロックウォーカソンへ移行する。

西ブロックウォーカソンは援助を受ける側の自立を助け、また教会共同体及び参加者と支援者が福音的使命を行使しやすい形で行なうものとする。

1 この福音的使命とは自分の隣人への奉仕と神と人、人と人との協働である。

2 企画・実行・援助先に関してはブロック内信徒の意見集約の上、ブロック委員会が援助先との調整を行なって最終的判断を行い、この活動の責任はブロック担当司祭団に帰属する。

西ブロックウォーカソンを実施するにあたって次の要素を具体的に展開する。

1 参加しやすい日時と企画及び各教会の協力体制の強化。

2 援助先の学習と活動の理解。

3 各世代間の信仰継承、信仰者養成の側面、典礼と祈りの工夫、現代的「巡礼」の要素、参加者の交流などを考慮する。

